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本資料のうち，枠囲みの内容は，

営業秘密又は防護上の観点から

公開できません。

Ⅴ-2-5-7-2-3 管の耐震性についての計算書
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1. 概要 

本計算書は，「Ⅴ-2-1-9 機能維持の基本方針」，「Ⅴ-2-1-11 機器・配管の耐震支持設計

方針」及び「Ⅴ-2-1-13-6 管の耐震性についての計算書作成の基本方針」に基づき，管，支持

構造物及び弁が設計用地震力に対して十分な構造強度又は動的機能を有していることを説明する

ものである。 

評価結果記載方法は以下に示す通りである。 

(1) 管 

工事計画記載範囲の管のうち，各応力区分における最大応力評価点の評価結果を解析モデ

ル単位に記載する。また，全９モデルのうち，各応力区分における最大応力評価点の許容値

／発生値（以下「裕度」という。）が最小となる解析モデルを代表として鳥瞰図，計算条件

及び評価結果を記載する。代表モデルの選定結果及び全モデルの評価結果を4.2.4に記載す

る。 

(2) 支持構造物 

工事計画記載範囲の支持点のうち，種類及び型式単位に支持点荷重が最大となる支持点の

評価結果を代表として記載する。 

(3) 弁 

評価結果を記載する対象弁は，工認主要弁かつ動的機能維持要求弁とし，機能確認済加速

度の応答加速度に対する裕度が最小となる動的機能維持要求弁を代表として，弁型式別に評

価結果を記載する。 
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2. 概略系統図及び鳥瞰図 

2.1 概略系統図 

 

概略系統図記号凡例 

 

記  号 内    容 

  

 （太線） 工事計画記載範囲の管のうち，本計算書記載範囲の管 

（重大事故等対処設備） 

  

 （太破線） 工事計画記載範囲の管のうち，本計算書記載範囲の管 

（設計基準対象施設） 

  

 （細線） 工事計画記載範囲の管のうち，本系統の管であって他

計算書記載範囲の管 

  

 （破線） 工事計画記載範囲外の管又は工事計画記載範囲の管の

うち，他系統の管であって系統の概略を示すために表

記する管 

  

 

鳥瞰図番号（鳥瞰図，計算条件及び評価結果を記載す

る範囲） 

  

 

鳥瞰図番号（評価結果のみ記載する範囲） 

  

 

アンカ 

  

[管クラス] 

DB1 

DB2 

DB3 

DB4 

SA2 

SA3 

DB1/SA2 

DB2/SA2 

DB3/SA2 

DB4/SA2 

 

クラス１管  

クラス２管 

クラス３管 

クラス４管 

重大事故等クラス２管 

重大事故等クラス３管 

重大事故等クラス２管であってクラス１管 

重大事故等クラス２管であってクラス２管 

重大事故等クラス２管であってクラス３管 

重大事故等クラス２管であってクラス４管 
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配管の付加質量

鳥 敵 図 ESW-D 

対応する評価点

1A'"'-'40F,44F'"'"'46F,47F'"'"'262F,265F'"'"'272 

273'"'-'278N 
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弁部の質量

鳥 敵 図 ESW-D 

質量 対応する評価点 質量 対応する評価点

40F,44F 41 

42 43 

46F"-'47F 262F,265F 

263 264 
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3.4 設計用地震力 

本計算書において考慮する設計用地震力の算出に用いる設備評価用床応答曲線を下

表に示す。 

なお，設備評価用床応答曲線は，「Ⅴ-2-1-7 設計用床応答曲線の作成方針」に基

づき策定したものを用いる。また，減衰定数は「Ⅴ-2-1-6 地震応答解析の基本方

針」に記載の減衰定数を用いる。 

 

鳥瞰図 建物・構築物 標高 減衰定数(％)

ESW-D 原子炉建屋 EL. 20.300 m 2.0 
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4.2.4 代表モデルの選定結果及び全モデルの評価結果 

代表モデルは各モデルの最大応力点の応力と裕度を算出し，応力分類毎に裕度最小のモデルを選定して鳥瞰図，計算条件及び

評価結果を記載している。下表に，代表モデルの選定結果及び全モデルの評価結果を示す。

代表モデルの選定結果及び全モデルの評価結果（クラス２範囲）

No 配管モデル 

許容応力状態 VAS 

一次応力（膜＋曲げ） 一次＋二次応力及び疲労評価 

評価点
計算応力

[MPa] 

許容応力

[MPa] 
裕度 代表 評価点 

計算応力

[MPa] 

許容応力 

[MPa] 
裕度 

疲労累積

係数 
代表

1 ESW-A 30N 45 369 8.20 － 30N 44 490 11.13 － － 

2 ESW-B 19A 201 369 1.83 － 19A 294 490 1.66 － － 

3 ESW-C 3 150 369 2.46 － 3 240 490 2.04 － － 

4 ESW-D 138 249 369 1.48 ○ 138 482 490 1.01 － ○ 

5 ESW-E 126 164 366 2.23 － 126 304 462 1.51 － － 

6 RHRS-6 70 58 369 6.36 － 73 53 490 9.24 － － 

7 RHRS-7,8 161 136 369 2.71 － 161 221 490 2.21 － － 

8 RHRS-005R1F F02 241 366 1.51 － F02 410 434 1.05 － － 

9 RHRS-006R1F I02 189 366 1.93 － I02 330 434 1.31 － － 




